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(9)感染症対策総合研究 

 
分野名   Ⅲ．疾病・障害対策研究 

事業名       

新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究 

エイズ対策研究 

肝炎等克服緊急対策研究 

主管部局（課室）  
健康局疾病対策課（エイズ対策研究、肝炎等克服緊急対策研究）

結核感染症課（新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究） 

運営体制      疾病対策課の単独運営及び結核感染症課の単独運営 

 

関連する「第 3期科学技術基本計画」における理念と政策目標（大目標、中目標） 

理念   健康と安全を守る 

大目標  生涯はつらつ生活－子どもから高齢者まで健康な日本を実現 

中目標  国民を悩ます病の克服 

 

１．事業の概要 
(1)第 3 期科学技術基本計画・分野別推進戦略との関係 

重要な研究開発課題 

・感染症の予防・診断・治療の研究開発 

・稀少疾病等、公的な対応が必要な疾病の画期的医療技術の研究

開発 

・治験を含む新規医療開発型の臨床研究 

・ライフサイエンスが及ぼす社会的影響や社会福祉への活用に関

する研究開発 

研究開発目標    

・2010年までに、行動変容科学に基づくエイズに関する普及啓

発・相談手法の開発、利便性の高い検査体制構築や医療提供体

制の再構築を可能とするための研究により、エイズを治療のコ

ントロールが可能な感染症にする。 

・2010年までに国連ミレニアム開発目標（ＭＤＧs）で示された

以下の目標の達成に至る方法論について新たな知見を得てと

りまとめる。 

→HIV/エイズの蔓延を2015年までに阻止し、その後減少させ

る。 

・2010年までに、国民の健康を脅かす新興・再興感染症について、

診断・予防方法を確立し、国内への侵入監視、効果的な対応計

画の立案等を実現する。 

・2009年までに、感染症、稀少疾病等、政策的に対応を要する疾

病の診断・治療法の開発に資する研究成果を得るとともに、画

期的医療の実用化を可能とする。 

・2015年頃までに、国民の健康を脅かす新興・再興感染症につい

て、国民に対する適切な医療の確保への道筋をつけるべく、予

防・診断方法の確立や治療法の開発を実現する。 

・2010年までに、感染症・稀少疾病等、政策的に対応を要する疾

病の診断・治療に資する新規ワクチンを開発するとともに、創

薬に資するモデル動物の開発を実現する。 

・2010 年までに国連ミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）で示された

以下の目標の達成に至る方法論について新たな知見を得てと

りまとめる。 

→マラリア及びその他の主要な疾病の発生を2015年までに


